
＜様式１＞

28 年 9 月 30 日

【PLAN（計画）】

～

無

【DO（実施）】

※財源内訳中の「その他」には、保険料・寄付金・基金・利用料等の収入を記入しています。
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事　業　期　間 平成 9 年度 平成

回

成
果
指
標
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計画値 2,031
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25年度

根拠法令、要綱等

国・県補助事業に
係る本市単独施策

020106
020107

対　象　（者）
誰（何）に対して事業を
行うか

実　施　方　法

意　図
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にしたいか
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平成 年度事務事業評価表（一般事業・継続）28

105.7%

子ども・子育て支援法、子ども・子育て支援交付金交付要綱

備　考

子育て家庭における小学校就学前子どもとその家族

26年度

民生費

年度

事　業　概　要
意図を達成するために
実施することは何か

重 点 事 業

款

地域子育て支援拠点事業
こども未来館運営事業

親同士の交流を通して、子育てのストレス軽減や育児不安の解消を図り、子どもの健やかな育ちを促進する。
子育てに関する地域とのつながりを広げ、地域で子どもを守り・育てるなどの子育て支援力の向上を図る。

児童福祉費

児童福祉総務費１

２

施 策

関 連 施 策

項

事 業 類 型

子育てを支える環境の充実

4

担当者名

地域子育て支援拠点事業

部局名

こども未来館及び市内７か所の地域子育て支援センターで、主に在宅の子育て世帯に対する子育て支援事業を
実施する。
・親子遊びと交流に関する事業、子育てに関する講座・講演会の開催
・子育てに関する相談支援、必要な情報の提供
・こども未来館運営（遊び場の提供、子育て支援サポーターの養成と活動支援、子育てサークルの結成促進）

目

事業コード

47-6111

こども未来部

課 名

課 長 名

事務事業名

基 本 目 標

政 策 170田下　陽一

作成日

内線子育てしやすいまちづくり

人を育むまち

010103

嘱 託 等 人 数 （ 人 ）

指 標 名 （ 上 段 ： 名 称 / 下 段 ： 算 定 式 等 ）
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（市内８か所支援センター登録数）
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直営、委託

No.1



＜様式１＞

【CHECK（評価）】

※事業類型が１～３に該当する事業については妥当性及び有効性の評価は記入しておりません。

【ACTION（改善・改革】

意
見
等

内
容

※１次評価は事業担当課長等、２次評価は２次評価委員会によって行われます。

該当なし

核家族の進行や地域コミュニティーの希薄化などを背景に地域における子育て支援が重要性を増す中、市は積極的に本事業
を推進する必要がある。

該当なし

低い 該当なし

多様な子育て支援策の中から、子どもの成長及び保護者支援のニーズに応じて地域の相談窓口として対応することは重要であ
る。

低い

該当なし

在宅子育て支援策として、これまでは、母子中心の支援の充実を図ってきたが、多種多様な家族形態・
地域の中で、子どもが健やかに育つには、父親や祖父母・地域の方の存在も大きいと考える。今後は、
父親、祖父母・地域の方向けの子育て支援事業も実施し、家族・地域ぐるみの子育て支援を図っていく
ことが必要である。

高い やや高い 低い

低い

高い やや高い

市内８か所の支援センターのつどいや講座も充実してきており、利用者が地域の支援センターを活用しやすい状況になってい
る。また、こども未来館の開設により、季節・天候に関らず自由に集い遊べる場が確保できた。

【施策貢献度】

【事業成果】

やや低い

本事業における親同士の交流、子育て相談を通して保護者の育児不安の軽減が図られるなど、子育て支援体制の充実に貢献
している。こども未来館には父親や祖父母の来館も多く、家族の絆を維持する効果がある。また、虐待の疑い、気になる親子の
情報をこどもセンターへ繋げたり、子育て講座等に誘う事で、早期の支援が可能となっている。

やや低い

１
次
評
価

今後の方向性

終期設定

現状維持

終期設定

今後の方向性

効
率
性

今後の方向性

見直しの余地あり 該当なし

子育て講座の参加者から原材料費等の実費徴収を行っている。

削減の余地あり 該当なし

内容
今後の方向性のもとで、どのような
取組をするか（課題や問題点等に
対する取組など）

引き続き適正な運営に努める。

効果
事業の改善・改革によって期待され
る効果は何か

事業の進捗状況
昨年度の評価から、どのような取組
をしましたか（昨年度の【ACTION】
の改善・改革の進捗等）

各地区の子育て支援センターのニーズが高まっており、事業内容・回数等が増加傾向にある中で、各支
援センターの適正な運営管理への支援を行った。

妥
当
性 【市の関与】 高い

やや低い

やや高い やや低い

有
効
性

事業が抱える問題・課題等

【コスト】

【負担割合】

センター運営については、増え続けるニーズに対し、事業量に応じた適正な運営を行っている。

見直しの余地なし

削減の余地なし

やや高い

対象外

高い

【必要性】

２
次
評
価

担当者意見のとおり

No.2


